










要約

平成 3 年、平成 4 年の研究成果をもとに、より具体的に 10 代の妊娠・人工妊娠中絶を予

防、減少させるため対策をとの要望が示されている。しかし、原則はやはり正しい性知識

の獲得と妊娠してしまった場合の支援活動であろう。

性教育

①青少年および関係者が容易に性に関する正しい知識を獲得できる場の設立。

②高校・大学における性教育の確立。

青少年と支援組織

①若年妊娠の問題点の再認識(社会学的分析)

②産婦人科医の思春期対策

③青少年との接点・薬剤師

④養子縁組その他の検討。

以上につき報告する。


